
1 6 持続可能な社会の構築のために 

一般資材業者 

 

 

 

 

協力委託加工業者 

環境負荷低減措置 

グリーン購入ガイドライン 

ランクB＝ISO14001認証取得、またはその他の

マネジメントシステム構築の要請文書

を送付 

ランクC＝Bの改善要請に加えて「環境保全協力

依頼書」を送付し、早期改善を要請 

ランクB＝「環境保全協力依頼書」を送付し、早期

の改善を要請 

ランクC＝Bの改善要請に加えて訪問し環境保全

を指導 

YOKOGAWAグループでは環境に配慮した製品の開発を促進するために、 
グリーン調達ガイドラインを制定。 
お取引先と現状確認調査を進めています。 

グリーン調達調査の実施 
　YOKOGAWAグループでは、2000年にグリーン調達

ガイドラインを制定し、環境に配慮した取り組みを実施さ

れているお取引先からの調達を進めてまいりました。

2004年度は、EU規制対応のために「製品に含まれる

有害物質基準」（P.18参照）を見直し、すべての納入

品に対して調査を実施いたしました。 

　実施にあたり、基盤開発支援センターが有害化学物

質管理システムを構築（P.26参照）しました。また、共通

部品は調達・物流部と横河トレーディング、事業部固有

の部品は各技術部がそれぞれお取引先へ調査を行い

ました。各部署が協力してYOKOGAWAグループ製

品からの有害化学物質削減を目指しています。 

　また「グリーン調達ガイドライン」に基づき、お取引先を

A、B、Cにランク分けしています。2004年度は、一般資

材業者59社、協力委託加工業者73社のお取引先の調

査を実施し、一般資材業者で2社、協力委託加工業者

で9社をCランクと評価しました。Cランクと評価したそれ

ぞれの会社に対しては環境負荷低減措置（下表）に

基づき、指導を行いました。 

グリーン購入 
　2003年に文具グリーン購入率目標の80%を達成した

横河電機本社・工場とYMF小峰工場、甲府工場、青梅

工場は、2004年も88%（年平均）の購入率になり、順調に

80%以上を維持しています。 

 

ガイドラインの見直し実施 
　2001年にグリーン購入ガイドラインを制定し、環境に

配慮した商品の購入に努力してまいりました。2004年

度は、組織変更に伴う管理部署の変更などがあり、グリ

ーン購入ガイドラインの全面見直しを実施しました。各

項目における管理部署を再度見直し、変更を必要とす

る項目については管理部署登録の変更を行いました。 

 

社有車のエコカー化 
　横河電機では、営業車を含めた社有車をリース契約

しています。このリース契約車について、2004年度に見

直しを行い、6月より契約更新時には低排出ガス車認定

制度の超・低排出ガス基準をクリアしたエコカー16車種

に絞って、切り替えを行うことを決定しました。これにより、

横河電機で使用している社有車はリース契約満了の

都度、エコカーに切り替えていきます。 

YOKOGAWAグループ全体で取り組む 
グリーン調達・購入活動 
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1 7環境経営報告書 ２００５ 

INTERVIEW 

横河M&C 技術部 河崎 誠 

クランプ電力計 CW240

YOKOGAWAグループでは環境調和型製品の開発を積極的に進めています。 
ここでは2004年度に開発された製品の中でも 
優れた成果をあげた2機種についてご紹介します。 

お客様の環境負荷を低減する、電力計CW240と 
FPDドライバテストシステムST6730

環境調和型製品 
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Interview with MAKOTO KAWASAKI

　CW240の開発ではCW140の操作性の良さを継承したので、外形はほとん

どCW140と変わりません。しかし機能を飛躍的に充実させたので、これ自体

の消費電力が増えてしまいがちです。今回の開発ではこの問題をどうやって

抑え込むかに苦心しました。開発の最中は苦しみの連続ですが、技術者には

それが一瞬にして喜びに変わるときがあるのです。やはりそれは、お客様に「あ

の新機能いいね」と言っていただけたとき。こうした「うれしい一言」は必ずメ

ンバーにも伝えるようにしていますね。 

クランプ電力計 CW240 
　横河M&Cはクランプ電力計CW240を発売しました。

この製品の特徴は前機種のCW140にあった瞬時値測

定モードなど4つの機能を、すべて一括測定可能にし

たこと、新たに電圧変動測定機能を追加したこと、

CW140では13次だった高調波解析次数を、50次まで

引き上げたことなどです。また、機能を飛躍的に向上さ

せながら部品点数の削減により環境負荷の低減を実

現しました。 

　なお、原料採取から製品廃棄に至る全プロセスを通

じた環境負荷の総合的評価ライフサイクルアセスメント

（LCA）において、同一機能における環境負荷は、

CW240のほうがCW140よりも、CO2排出量で59.2％、

NOX排出量で58.9％、SOX排出量で59.6％、それぞれ

削減しています。 

 

FPDドライバテストシステムST6730  
　携帯電話の表示窓にみられるフラット・パネル・ディス

プレイ（FPD）を駆動させるICは多ピン化・多階調化の

傾向に進んでいます。この傾向に対応しながら効率よ

く駆動ICのテストを行うため、横河電機は2004年に

FPDドライバテストシステムST6730を発売しました。こ

のシステムは1,000を超す多数のICピンに対して高分

解能デジタイザを対応させて信号を計測するパーピン

デジタイザ方式を採用しており、全ピン信号テストの大

幅な高速化と高精度化を可能にしました。また、前機種

と比べ設置面積が従来比約半分のため省スペース化

に貢献、かつ低消費電力のため省エネにも寄与します。 

　なお、LCAによると、本機は従来機に比べてCO2排

出量で61.7％、NOX排出

量で63.9％、SOX排出量

で58.2％、それぞれ削減

しています。 

ST6730
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1 8 持続可能な社会の構築のために 

①時期 

②評価項目 

 

 

③評価基準 

 

 

 

④合否判定基準 

製品設計における環境アセスメント基準 環境適合設計基準と環境アセスメント基準 

初期設計審査／中間設計審査／最終設計審査 

再資源化・処理の容易性、省資源化、省エネルギー、

長期使用性、回収・運搬の容易性、安全性および環境

保全性、情報開示、梱包など29項目。 

法規制をクリアしていなければ0点。 

法規制をクリアしており、なおかつ30％以上の改善

は4点、15％以上の改善は3点、5％以上の改善は

2点、5％未満の改善は1点とする。 

合格は評価項目に0がなく、総合評価点が従来機種

を上回っていること。 

不合格は評価項目に0があること、または総合評価点

が従来機種と同等以下。改善のガイドラインは25％

以上の改善を目標としており、あくまでも設計に環境

負荷低減の視点を盛り込むことを狙いとしている。 

設計基準 

●環境調和型製品設計ガイドライン 
●製品に含まれる有害物質基準 
●リサイクル製品設計基準 
●環境にやさしい材料選定基準 
●省エネルギー設計ガイドライン 

●製品設計における環境アセスメント基準 
●ライフサイクルアセスメント基準 環境アセスメント基準 

初期設計審査 中間設計審査 最終設計審査 

製品設計 
基本設計 技術試作 製造試作 初回生産 

YOKOGAWAグループでは環境に配慮した製品作りを推進するために 
長期使用や省エネルギー等の項目について設計基準やアセスメント基準を設定しています。 

環境適合設計のためのガイドライン 
　YOKOGAWAグループでは環境調和型製品創出

のために基準を定め、製品開発に取り組んでいます。 

 

（1）環境調和型製品設計ガイドライン 

　製品の長寿命設計、省エネルギー設計、省資源設計、

材料・部品の選択指針、リサイクル・廃棄を考慮した設計、

加工法・組立法が定められています。 

（2）製品設計における環境アセスメント基準 

　再資源化・処理の容易性、省資源化、省エネルギー、

長期使用性、回収・運搬の容易性、安全性・環境保全性、

情報の開示、梱包、と8つの分野でのアセスメント基準を

定め、初期設計・中間設計・最終設計の各審査時に評

価しています。 

（3）製品に含まれる有害物質基準 

　設計段階で環境に配慮した部品、材料を選択する

ための基準です。2004年度は全面見直しを行い、グリ

ーン調達共通化ガイドラインの15物質群の使用禁止物

質、14物質群の自主管理物質、さらにYOKOGAWA

グループ選定の15物質群の自主管理物質、全44物質

群の全廃・削減を進めています。 

（4）ライフサイクルアセスメント（LCA）基準 

　製品のライフサイクルにおける使用エネルギー、CO2

排出量、NOX排出量、SOX排出量などを事前評価する

ための基準で、初期設計・中間設計・最終設計の各審

査時に評価します。 

（5）リサイクル製品設計基準 

　廃棄物発生抑制（リデュース）とともに、使用済み製

品の再使用（リユース）、再生使用（リサイクル）など3R

を促進する基準です。 

（6）環境にやさしい材料選定基準 

　毒性の強い六価クロムやハロゲン系難燃剤の使用

を避けることを明示した基準です。またクロムフリー鋼

板やクロムフリー皮膜処理などにおける推奨品、使用

上の注意点を定めています。 

（7）省エネルギー設計ガイドライン 

　製品使用、製造段階で省エネルギー化を図ることを

明記したガイドラインです。製品の省エネルギー設計技

術や、製造時の省エネルギー設計技術などが紹介され

ています。 
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環境調和型製品創出のために 
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1 9

INTERVIEW 

環境経営報告書 ２００５ 

PRODUCTS環境ラベル適合製品の一例 

環境ラベルと WT3000 
　1999年、YOKOGAWAグループはISO14021で規

定されている自己宣言による環境ラベル（タイプ2）を

計測器業界で初めて導入しました。このラベルは他の

製品と同様、P.18にある各種基準をクリアした優れた環

境性能を持ち、お客様の地球環境保全活動に寄与す

る計測製品に付与されます。 

　環境ラベルは、地球環境を象徴する緑の葉に事業を

象徴する目盛りと針をデザインし、ラベルの下には当該

製品の特筆すべき改善点や特徴などを環境情報とし

て付記しています。 

　2004年度の環境ラベル適合製品は、プレシジョンパ

ワーアナライザWT3000など10機種です。 

　WT3000は世界最高クラスの測定確度を備えた電力計で、

電気機器の省電力化・高効率化を支援します。また、三相

機器の効率測定を1台で可能とするため、入力エレメントを４

つまで装備し、従来機種に比べてCO2排出量を34％、NOX

排出量を36％、SOX排出量を30％それぞれ削減しました。 

 

YOKOGAWAグループでは、計測業界初の自己宣言による環境ラベル（タイプ2）を導入、 
優れた環境性能を有する製品を「環境ラベル適合製品」と認定しています。 

独自の基準で環境調和型製品を認定する 
YOKOGAWAグループの環境ラベル（タイプ2） 

環境調和型製品の開発 
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通信・測定器事業本部 第2開発 PJT センター 岩瀬 久 
Interview with HISASHI IWASE

　WT3000は±0.06％の電力基本確度で電流・電圧・電力を測定できる世

界最高レベルの電力計です。従来の三相電力測定用の電力計は、それぞれ

の相を測定するために3つの入力エレメントを装着するように設計していました。

インバータなどの効率測定を高精度に効率よく測定するために、この製品に

は1台で4つの入力エレメントを実装しています。従来機種の2台分に匹敵す

る性能をほぼ1台の容積で実現しました。このため、プリント基板の実装密度

を上げたり、電源部を小型化したりとスペース設計に苦心しました。また8.4型

の液晶ディスプレイの搭載により、測定値の視認性や操作性を改善しました。

お客様にWT3000をご利用いただくと、電気機器の省エネルギー性能の向

上に貢献でき、それを通して自分自身もひろく世の中の環境保全に貢献でき

る……。これは開発者ならではの醍醐味だと思っています。 

WT3000

デジタルオシロスコープ 
DL7440／DL7480

当社DL2700(8chモデル)に比べ 
消費電力を約1／2に低減 

プレシジョンパワーアナライザ 
WT3000

機器の省電力化・高効率化を支援 
するために高精度に電力測定がで 
きる製品です 

スコープコーダ 
DL750

当社DL716と比べて 
体積1／2を実現 

デジタルオシロスコープ 
DL1640／DL1640L

当社DL1540C／DL1540CLに 
比べ消費電力を約1／3に低減 

DAQSTATION 
DX100

記録のペーパレス化により 
省資源を実現 

デジタルパワーメータ 
WT210／WT230

省エネ設計のツールとして 
お役に立つ製品です 
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2 0 持続可能な社会の構築のために 

固体高分子型燃料電池のしくみ 

INTERVIEW 
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YOKOGAWAグループは産業のあらゆる分野に 
有力なソリューションを提供し続けてきました。 
その視線は、脱化石燃料の未来にも注がれています。 

インピーダンスメータ「WT1600FC」 
　地球温暖化の影響や化石燃料の枯渇が危惧され

るなか、本格的な燃料電池の開発が急務となっています。

燃料電池は水素と酸素を化学反応させて電気と熱を

取り出し、水だけを排出する理想的技術。しかしその

実用化には、長寿命化・耐環境性能・低コスト化などの

難問が山積しています。こうしたなかYOKOGAWA 

グループでは、燃料電池の性能向上に欠かせない、内

部インピーダンスを計測する装置を開発し、燃料電池の

開発メーカーに提供しはじめています。内部インピーダ

ンスとは、燃料電池から電流を出力させたときに生じる

内部的なロスを等価的に抵抗などに当てはめて考えた

ものです。私たちは高精度、広帯域、ワイドレンジのディ

ジタルパワーメータWT1600に、オシレータの機能とイン

ピーダンス測定機能を組み込んだWT1600FCを開発し、

小容量から大容量の燃料電池の内部インピーダンスを

高精度に効率よく測定することを実現しました。 

ロングレンジの市場開発 
　燃料電池の技術開発に貢献するWT1600FCですが、

将来の有力なエネルギー供給源と考えられる燃料電

池は注目されているものの、直ちにその実用化が進む

わけではありません。燃料電池の実用化は私たちが地

球環境を持続可能なものとしていくために､ぜひとも成

功させなければならないものですが、電池そのものの高

性能化はもとより、燃料電池車の低コスト化やインフラ整

備など、本格的な市場拡大にはまだ時間がかかりそう

です。YOKOGAWAグループは、開発メーカーにインピ

ーダンスメータのような開発支援ツールを提供し、地球

環境保全に貢献していきたいと考えています。 
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通信測定器事業部 第2開発 PJT センター 数見 昌弘 
Interview with MASAHIRO KAZUMI

 「WT1600FC」の開発に取り組んだのは2001年。もともと電力測定が専門

でしたが、電力測定技術を応用して、新しい分野に挑戦したいと思っていたの

で、志願してこの開発業務に就きました。 

　でも基本設計が済んだあとからは、私は世間と向き合うほうが仕事の中心

となりました。燃料電池の評価という未知の分野だったので、販売活動の一

環として、燃料電池の開発メーカーに製品を持ち込んでは、一緒に実測に取

り組む日々の連続でした。 

　相手が喜んでくれるとこちらも熱がこもります。いまはお客様に何とか貢献

したいという、強烈な想いが私を支えています。 
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環境経営報告書 ２００５ 

「IPv6 Ready Logo取得」 

ノンFA市場向けコントローラXancia 
　2004年度は、前年度に確立した鉛フリーはんだ技術

を適用したノンFA（ファクトリーオートメーション）市場向

けの小型コントローラXanciaの販売が好調に推移しま

した。Xanciaは、FAでもなくコンシューマでもないノン

FA市場、例えば自販機や精算機などのサービス機器や、

ITS、小型風力発電など社会インフラの自動機器向け

に開発された製品です。 

　Xanciaは手のひらサイズの超小型でありながら、PC

に匹敵するIT機能と横河電機が得意とする制御機能、

高信頼性をオール・イン・ワンで実現したコントローラです。

しかも汎用コントローラとしては世界初の「IPv6 Ready 

Logo」を取得しているため、普及期を迎えつつある

IPv6環境にも安心して使用することができます。 

 

新世代の環境ソリューションに貢献 
　Xanciaは、小型化、低消費電力、鉛フリーはんだの採

用、製品設計寿命10年などといった特徴を持つ環境調

和型の製品です。さらに京都議定書発効にともなう環

境意識の高まり、CO2排出量増加に起因する地球温暖

化などの環境問題解決に応えるため、小型風力発電な

どの自然エネルギーを利用した装置に採用されています。 

　具体的には、小型風力発電では株式会社ニッコー

様（石川県）の「ニッコー小型風力発電システム」に風

車コントローラとして採用され、ブレードピッチコントロー

ルなどの制御とエネルギー監視に必要な発電量などの

データを提供する、Webサーバーとして機能しています。

この例では平均風速4m／秒の環境下で、ほぼ1世帯

の年間消費電力に匹敵する年間4200kWの電力を得

ることができます。環境保全効果を森林のCO2吸収能

力に基づいて推計すると、およそ0.77ヘクタールの森林

面積に該当します。このようにXanciaは、お客様のクリ

ーンエネルギーの実用化、省エネルギーサービスの提

供に貢献するとともに、今後ますます需要が高まる様々

な新しい環境ソリューションに適用されていくことが期

待されます。 

自然エネルギーの利用やムダな電力消費量の削減に貢献する 
新製品Xancia（ザンシア）。 
この製品は広大な新市場開拓を可能にしました。 

クリーンエネルギーの新市場を 
開拓する新製品Xancia
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IA 事業部 システム事業センターオープンソリューションPMK部 マネージャー 須藤 昭仁 
Interview with AKIHITO SUDO

　技術開発の現場で十数年を過ごしたあと営業に出て、また開発に戻ってき

たときに取り組んだのが市場開拓型の新製品を企画する仕事でした。　 

　Xanciaは企画段階から営業、開発、製造メンバーとともにノンFA市場のニ

ーズにマッチするよう製品コンセプト、仕様などを磨き上げてきた製品です。こ

のケースでは企画段階で描いていた通りのストーリー展開になったので、まさ

に「ヤッタァ！」と躍り上がりたい気分。クリーンエネルギーの実用化に結びつ

けてくれたお客様には、心から感謝しています。 
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